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ダブルトップの形で反落してきて、上昇
チャネルの下限近辺で現状は引っか
かっている。これがクリアに割れれば
78 45を目指すような展開になるか？こ
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78.45を目指すような展開になるか？こ

の場合にはユーロドルの買いで反応し
そう。このチャートからはドルの上値が
重たそうに見える。
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ドルインデックス（FINEX)
FINEX New York Board of 
Tradeの金融部門Financial 
Instrument Exchange の略

上昇トレンドチャネルの上限を超えてさらに上値を目指
す展開。この日足だとどこがターゲットとなるかはっきり
しないので、もう少し長い期間、チャートをチェックする必Instrument Exchange の略

ユーロ57.6％、円13.6％、
ポンド11.9％、 カナダドル
9.1％、スウェーデンクローナ

構

要がある。

4.2％、スイスフラン3.6％の構
成比で 加重平均したもの。
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8140が上に抜ければ83～84まで戻る流れと
なる可能性が出てくる。越せないようなら79
－81.40で揉み合い継続。
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このチャートから見たら少なくともまだドル買い・ユーロ売
りが続くとしか見えない。（ユーロの比重が大きいため）
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方向感は明確ではないが、90円台後半か
ら91円が底固く次に92.10を越してゆけばド
ル買いとなるチャートに見える
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ドル円は基本的にはドル買いの方向ドル円は基本的にはドル買いの方向
で見ているが、クロス円の下落の影
響もあり、しばらくもみ合いとなりそう。



ドル円 時間足 チャート 8

ドル円はジリ高基調の中に入っている。

短期的には92円台後半を抜けるかどうかを

トライする途中に見える。



ドル円 日足 チャート 9

もみ合いながら、上値を目指すようなチャート。90
円台のミドルから後半が底固く見える。



ユーロドル 時間足 チャート 10

下降三角形（ディセンディング・トライアングル）の
下値支持線を切って下落する典型的なチャート。
1.2050、1.21台の戻り売りが迎え撃つ展開。



ユーロドル 日足 チャート 11

6月7日に1.1877まで下落し多少は戻しているが、それでも1.2200に
かけて上値は重たく、ユーロは続落する方向。逆張りは危険。



ユーロ円 時間足 チャート 12

目先111.50から上が重たく見えており、方向的には引き
付けて戻り売りに見える。



ユーロ円 日足 チャート 13

多少 シ トカバ が出たところで 戻 ても上値は限定的多少、ショートカバーが出たところで、戻っても上値は限定的。
112円から上、特に114円にかけて上値が非常に重たく見えて

いる。レベル感で買いから参入するよりは引き付けて戻り売りで
入ったほうが良いと考える。



ポンドドル 時間足 チャート 14

1.4600が重たく見えており、引き付けて戻り売りする方向
で考えている。



ポンドドル 日足 チャート 15

1.4900が非常に重たく、方向は引き付けて戻り売りスタンス。
1.4200が割れてくるようなら一段安をイメージ。



ポンド円 時間足 チャート 16

上昇トレンドチャネルの下限が133円で切れて131.12
まで急落した。133.50を越してくれば135円近辺まで

上値の目処が広がると考えるが、それでも上値が重
たい展開が続くと予想する。



ポンド円 日足 チャート 17

方向感から見れば揉みあいながら、135-136円での戻り
売りをイメージする。138円を越せば140円台という大きな

抵抗線に向けて上昇する可能性が出てくるが、現状で考
えると上値は相当重たく、戻り売りが厚いだろう。



＜リスク開示＞
このセミナーは、情報提供を目的としており、FX取引の勧誘を目的としたものではありません。また、実際の
市場動向とは異なる可能性があり 断定的判断を提供するものでもありません 当該セミナ の内容を予告市場動向とは異なる可能性があり、断定的判断を提供するものでもありません。当該セミナーの内容を予告
なく変更する場合もあります。

当該セミナーの内容および資料のご利用によりお客様に損失が生じた場合であっても、当社および当該セミ
ナーの講師（所属会社を含む。）は一切の責任を負いません。お取引につきましては、お客様ご自身の判断と
責任において行っていただきますようお願い申し上げます。

なお、セミナーに関する著作権は、当社および作成者に属します。お客様の私的使用目的以外での使用、他
人への譲渡や販売または再配信等を行うことはできません。

＜注意喚起＞
店頭外国為替証拠金取引は、レバレッジ効果（想定元本と比較して少額の資金で大きな取引ができる仕組み）
により、大きな利益を得る場合もありますが、元本（預託金）を上回る損失発生の可能性があり、元本や利益を
保証するものではございません保証するものではございません。
特に、マイナー通貨（流動性の低い通貨）の取引をされる場合、元本以上の損失発生の可能性が高くなります。
また、スワップポイント（通貨間の金利差調整額）についても通貨ペアやポジションの状態（売りまたは買い）
によっては、プラスの場合もあれば、マイナスの場合もあります。
当社では イ タ ネ トを通じて店頭外国為替証拠金取引サ ビ をご提供しておりますので お客様のパ当社では、インターネットを通じて店頭外国為替証拠金取引サービスをご提供しておりますので、お客様のパ
ソコン・インターネット環境や当社のシステムに不具合が生じた場合等、取引ができなくなる可能性があります。
また、お客様の取引の相手方は当社（相対取引）となっており、取引所取引とは異なりますので、契約締結前
交付書面をよくお読みいただき、内容をご理解の上、ご自身の判断によりお取引ください。

商号 ：JFX株式会社
業務内容：第一種金融商品取引業
登録番号：関東財務局長（金商）第238号
加入協会：金融先物取引業協会会員番号1503 
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